
運輸部門において温室効果ガス排出量を削減するためには、積極的な公共交通
機関の利用と、自動車単体での温室効果ガス排出量の削減が欠かせない。本講演
では、これらを促進するための超小型自動車やBRT等の自動車の新たな機能お
よび課題を分析し、課題解決に向けた交通研の役割について述べる。

地域公共交通と協調するための自動車の
新たな機能と課題解決に向けて
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講演内容 

1. 人の移動に伴う輸送量とCO2排出量 

2. CO2排出量を削減するための2つのアプローチ 

4. 超小型自動車の導入を阻害する要因と推進に向けた課題 

① 輸送量あたりのCO2排出量が少ない異なる交通手段を利用する 

5. 交通研の役割 

3. 自動車の新たな機能 

概要 

目次 

「交通基本法の制定と関連施策の充実に向けた基本的な考え方(案)」(国土交通省)において、
2020年の温室効果ガス排出量削減目標を達成するためには、交通手段を自家用車から 
公共交通機関に誘導するとともに、自動車自体を環境負荷の少ない乗り物にすることが必要

とされている。本講演では、これらを促進するため、高齢者対応をも重視した超小型自動車

や、BRT (Bus Rapid Transit)等の自動車の新たな機能および課題を分析し、課題解決に 
向けた交通研の役割について述べる。 

② 同一形態の交通手段で輸送量あたりのCO2排出量を低減する 
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自動車の新たな機能 

自宅 
自宅最寄駅 

目的地最寄駅 

結節点(パークアンドライド等) 

超小型自動車 

オフィス 

路線バス、シャトルバス 工場、等 

3. 自動車の新たな機能 

BRT (Bus Rapid Transit) 

①公共交通機関までのスムーズな移動 

②公共交通機関の利便性向上、高効率化 

鉄道でカバーできない地域 

–101–



10 

都市部、郊外 地方 

超小型自動車の
導入を阻害 
する要因 

・大勢で移動することを考えて乗用車を所有 
 →その結果、乗用車を利用してしまう 

・セカンドカーとしてのニーズはあるが、 
 適当な超小型自動車が存在しない 

超小型自動車の
導入を推進 
するための課題 

・公共交通機関へのモーダルシフトの促進 
 (乗用車を所有しなくてもよい街づくり) 

・高齢者に対応した超小型自動車の開発 
 

・超小型自動車の利用によるCO2削減効果の定量化 
 →通勤に伴うCO2排出量の削減により企業の社会的責任を徹底 
・超小型自動車の安全性確保 
・超小型自動車の利便性向上(充電、交通結節点等) 
 

4. 超小型自動車の導入を阻害する要因と推進に向けた課題 

超小型自動車の導入 を阻害する要因と推進に向けた課題 

※自家用乗用車から公共交通機関(BRT含む)へのモーダルシフト 
  を阻害する要因については既に各機関で検討されているので、本講演では省略 
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5. 交通研の役割 

1) 超小型自動車導入によるCO2排出量削減効果の定量化と 
  省エネルギー性能と安全性能を両立するための車両基準策定支援 
「高齢者にやさしい自動車開発プロジェクト」 (事務局：福岡県商工部自動車産業振興室) 

「環境対応車を活用したまちづくり研究会」 (事務局：国土交通省都市・地域整備局街路交通施設課 ) 
など、専門家、メーカー、ユーザーの間で、超小型自動車の必要性は認識されている 

しかし、超小型自動車を導入した際のCO2排出量削減効果については、 
定量的な検討がなされていない 

CO2排出量削減効果の定量化手法を確立し、大幅なCO2削減効果を保障した上で、 
車両の省エネルギー性能と安全性を両立させることが重要 

特に、衝突安全性の問題を解決することが最重要課題 

交通研としては・・・ 

省エネルギー性能および安全性の 
評価を実施し、これらを両立するために
必要な車両基準の策定を支援する 

12 

5. 交通研の役割 

2) BRT導入によるCO2排出量削減効果の定量化 

BRT導入によるCO2排出量削減効果の 
定量化手法を確立し、インフラ整備レベルに 
応じてCO2排出量削減効果を定量化する 

CO2排出量計測評価技術 

CO2排出量 
計測評価技術 

車両(単体)走行パターン 
シミュレーション 

交通流シミュレーション 

交通研の有する技術 

これらを融合させることで… 
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